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１．件名 

令和３年度 久米島における環境調査 

 

２．調査の目的 

米軍による鳥島射撃場における劣化ウラン含有弾の誤使用問題に関し、鳥島に

最も近く、住民が生活している久米島において、住民の安全・安心のため、大気

浮遊じん、土壌、海水、海産生物のウラン分析を行うとともに、大気浮遊じん及

び土壌の採取場所において空間放射線量率測定を行い、劣化ウラン弾の影響がな

いことを確認する。 

 

３．試料の一覧及び分析項目 

試料名 採取場所 
試 料 

採取日 

試料 

形態 
試料量 

試 料 

受領日 

分析項目 

U 

大気 

浮遊じん 
具志川城跡 R3.10.05 ろ紙 250.8  m3 

R3.10.07 

○ 

土  壌 
具志川城跡 

付近 
R3.10.05 湿土 1.35 kg ○ 

海  水 
車海老 

養殖場付近 
R3.10.04 水 10    L ○ 

海産生物 

(モズク) 
久米島 R3.06.30 生 5    kg R3.06.30 ○ 

U：α線スペクトロメトリーによる 234U、235U及び 238Uの定量。 

 

４．試料採取方法及び試料調製方法 

4.1 試料採取方法 

試料採取は、放射能測定法シリーズ 16「環境試料採取法」（昭和 58年）に準

じた。操作の概略を以下に示す。 

① 大気浮遊じん 

ハイボリウムエアサンプラー（柴田科学社製 HV500F型）を地上約 1 mの位

置に設置し、積算流量が 250 m3以上となるまで吸引した。 

② 土壌 

採取領域を決め、領域の中央で空間放射線量率を測定した。採土器を地面に

垂直に置き、ハンマーで 0～5 cmの深さまで打ち込み、採土器の外側をスコッ

プで注意深く取り除いて採土器を回収し、土壌を 5点採取した。ポリエチレン

袋に 5点分の土壌を全て入れ混合した。 
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③ 海水 

バケツで表面水を採取した。 

④ 海産生物（モズク） 

漁協から購入した。 

 

4.2 試料調製方法 

放射能測定法シリーズ 16「環境試料採取法」（昭和 58年）に準じた。 

① 大気浮遊じん、海水 

採取試料をそのまま、分析試料とした。 

② 土壌 

採取試料を 105 ℃で乾燥後、2 mmのふるいに通し、ふるい下を微粉砕して

分析試料とした。 

③ 海産生物（モズク） 

購入試料を 105 ℃で乾燥後、450 ℃で灰化して、分析試料とした。 

 

５．ウラン分析 

5.1 分析方法 

放射能測定法シリーズ 14「ウラン分析法」（平成 14年改訂）に準じた。操作

の概略は次のとおりである。 

① 大気浮遊じん 

分析試料を 500 ℃で灰化後、232U回収率補正用トレーサーを添加し、硝酸を

加えて加熱抽出した。TBP-キシレン溶媒抽出法で分離・精製したウランをステ

ンレス鋼板上に電着し、測定試料とした。 

② 土壌 

分析試料を 500 ℃で加熱後、232U回収率補正用トレーサーを添加し、硝酸を

加えて加熱抽出した。TBP-キシレン溶媒抽出法で分離・精製したウランをステ

ンレス鋼板上に電着し、測定試料とした。 

③ 海水 

分析試料に硝酸を加え、232U回収率補正用トレーサー及び鉄（Ⅲ）担体を添

加し、水酸化鉄（Ⅲ）沈殿を生成した。沈殿を溶解し、TPB-キシレン溶媒抽出

法で分離・精製したウランをステンレス鋼板上に電着し、測定試料とした。 

④ 海産生物（モズク） 

分析試料に 232U回収率補正用トレーサーを添加し、硝酸を加えて加熱分解し

た。 

TBP-キシレン溶媒抽出法で分離・精製したウランをステンレス鋼板上に電着
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し、測定試料とした。 

 

5.2 測定方法 

シリコン半導体検出器を用いて、測定試料を原則として 80000秒間以上測定

し、234U、235U 及び 238U 放射能濃度を算出した。大気浮遊じんについては、ろ紙

ブランク値を差し引いた。 

測定機器 

シリコン半導体検出器 ORTEC社製 BU-020-450-AS 

  

5.3 分析結果 

試料名 測定日 
ウ ラ ン 

単位 
234U 235U 238U 

大気 

浮遊じん 
R3.10.14 ＊ ＊ ＊ mBq/m3 

土  壌 R3.10.22 14    ± 0.6 0.56   ± 0.086 12    ± 0.6 
Bq/kg 

乾土 

海  水 R3.10.14 39    ± 1.7 1.6    ± 0.22 35    ± 1.5 mBq/L 

海産生物 

（モズク） 
R3.08.02 0.14 ± 0.006 0.0056 ± 0.00061 0.12 ± 0.005 

Bq/kg 

生 

注）測定値は、計数値がその計数誤差の 3倍を超えるものについて有効数字 2桁で表

し、それ以下のものについては ＊ で示した。また、誤差は計数誤差のみを示し

た。 

分析の結果、大気浮遊じん、海水及び海産生物のウラン濃度は過去の調査結

果と同程度であった。土壌については、採取地点の変更により過去の調査結果

に比べて減少した値となった。しかし、いずれの試料においても、これまでに

得られている文献値と比べても同程度であった。これらの試料の 234U/238U 放射

能比は約 1であった。 

以上の結果から、久米島の大気浮遊じん、土壌、海水及び海産生物に劣化ウ

ランの影響は認められなかった。 

 

６．空間放射線量率測定 

6.1 測定方法 

測定地点（土壌採取領域の中央）において、エネルギー補償方式の NaI(Tl)
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シンチレーション式サーベイメータを用いて測定した。測定方法は、測定地点

の地上約 1 mの位置にてサーベイメータの検出器を水平にし、90秒以上経過後

30秒間隔で 5回測定を行った。5回の測定の平均値に校正定数を乗じ、その測

定地点の空間放射線量率とした。 

 測定機器 

NaI(Tl)シンチレーション式サーベイメータ 

 日立製作所社製 TCS-171 

 校正定数：1.03 

 

6.2 測定結果 

測定場所 測定地点 測定日 
空間放射線量率 

(μGy/h) 

具志川城跡付近 土壌採取地点 R3.10.05   0.03 

注）測定結果は、5 回の測定の平均値に校正定数を乗じて、その測定地点

の空間放射線量率とした。 

測定の結果、過去の調査結果と同程度であり、また、沖縄県内（うるま市、

那覇市、名護市、石垣市）における過去 2年間（令和元年及び２年度）の測定

結果と比べても同程度であった。 
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